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道
具
が
で
き
て
研
究
が
進
ん
だ 

染
屋
浄
水
場
の
ろ
過
池
表
面
は
、
厳
寒
期
は
凍
結
す
る
。 取水した水を、何キロもの長距離、道路下に

埋設した導水管で暖められる。染屋浄水場の
着水井の水温はゼロ度にならず、プラスだ。 



 

緩速ろ過は生物群集の活躍による浄化。生物の立場で考える。 

夏
は
藻
の
発
達
が
良
い
。
削
り
面
の
砂
は
汚
れ
て
い
な
い
。 

生物が活躍すると、砂層は汚れない。
生物活動が悪いと砂層は汚れる。 

冬
は
藻
の
繁
殖
は
悪
く
、
削
り
取
り
時
の
砂
層
に
は
藻
が
多
い 



 
 染屋浄水場のろ過池でのろ過池の調子を調べる

のにも、バルブ操作でも、電気を使っていない。
停電対策は必要ない。 

見かけの損失（水位差）はろ過速度に比例する。 

損
失
は
流
速
に
比
例
す
る
の
を
バ
ケ
ツ
で
示
し
た
。 

日
本
以
外
は
、
標
準
化
損
失
水
頭
と
い
う
指
標
で
、
ろ
過
抵
抗
を
評
価
し
て
い
た
。 



 

ろ
過
速
度
と
見
か
け
の
損
失
で
簡
単
に
計
算
で
き
る
。 

夏は、濁りがきても、抵抗は上がらない。目詰まりしにくい。
生物活性と、水の粘性に関係している。 

冬
と
夏
で
抵
抗
が
異
な
る
。
水
温
に
関
係
。 

標準化損失水頭は、簡単に計算できる。 



 

まだ、クリプト原虫問題が無かった時、ろ過水がどれだけきれい
かを、海洋調査での濁り測定の方法を使って調べた。 

海洋調査の経験が役だった。 

ポ
ン
プ
で
強
引
に
ろ
過
を
し
な
い
と
、
大
量
の
水
を
ろ
過
で
き
る
。 

サ
イ
ホ
ン
で
、
ゆ
っ
く
り
と
ろ
過
を
す
る
。G

e
n

tle
 F

iltra
tio

n

と
い
う
。 



 

ろ
過
水
に
で
て
く
る
藻
類
の
破
片
は
、
最
初
は
、
多
い
が
、
急
に
少
な
く
な
る
。 

砂層で微小生物が活躍すると、スーパークリーンの水になった。 
生物が反応する物質を徹底的に分解するので、ろ過水は、刺激が
なく、甘く感ずる水になった。 

ろ
過
水
濁
度
は
、
海
洋
の
透
明
度
で
、
数
十
㍍
の
外
洋
の
水
以
下
に
な
っ
た
。 

藻は、細胞分裂で増える。増え方を、対数目盛で表すのが良い。 
最初の 10 日間は、盛んに増えるが、その後、生物量はほぼ一定になる。
捕食動物も増えだした。 



 

藻
類
被
膜
が
剥
離
す
る
事
は
、
そ
の
下
で
微
小
動
物
が
活
躍
し
た
証
拠 

生物は、餌がくる砂面近くで活躍。生物は餌を求め集まる。
深いところには餌がないので、生物がいない。 

環境により、その環境に適した生物が繁殖 

剥
離
し
た
場
所
に
は
、
直
ぐ
に
、
藻
が
繁
殖
。
砂
面
が
剥
離
す
る
の
は
生
物
活
性
が
良
い
証
拠
。 



 

大きな鳥居松沈殿池があるので、鍋屋上野浄水場には
ろ過池しかない。 

滞
留
時
間
が
長
く
、
沈
殿
池
で
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
繁
殖
。 

濁り水対策で、沈殿池で、凝集剤を使うのが問題。凝集剤は、
ろ過池で活躍する生物が嫌がる。 



沈澱池とろ過池での生物の関係を調べた。 

流
入
水
中
の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
は
鍋
屋
上
野
だ
け
が
秋
に
増
え
て
い
た
。 

滞留時間が長い沈殿池が、湖での水の循環と植物プランクトン
の繁殖と似ていた。 



 

 

鍋
屋
上
野
だ
け
が
、
ろ
過
池
で
の
藻
の
繁
殖
が
悪
か
っ
た
。 

鍋屋上野の流入水中の栄養塩の窒素濃度が低かった。 

緩速ろ過は、生物群集が活発に活躍した方が良さそうだった。 



 

栄
養
塩
不
足
な
ら
、
肥
料
を
添
加
し
て
み
た
。 

濁り対策で凝集剤を添加すると、生物群集が活躍できず、水質が
悪くなった。凝集剤添加を止めたら、生物が活躍し、水質が良く
なった。キリンビール工場のお蔭だ。 

鍋屋上野の流入水中の栄養塩のリン濃度も低かった。 



 

緩
速
ろ
過
は
、
生
物
の
立
場
に
な
っ
て
考
え
る
の
が
基
本
。 

日本で、唯一の緩速ろ過の解説本。手に取って、見て下さい。 
信州大学繊維学部同窓会の千曲会から出版してもらいました。 

湖で、風が吹き、低層の酸素不足の水を取水すると、
ろ過池の生物が、嫌がって逃げ出す。 


